
第２回・第３回のワークショップの様子を報告します。

令和４年４月

板橋区教育委員会事務局

　１月２４日に開催された第１回目※1 に続き、第２回目が２月２４日、第３回目が３月７日に

開催されました。

　「ワークショップ」では、日頃より志村小学校・志村第四中学校に携わり、支えていただいて

いる設置検討会検討委員の皆さまより、「地域として日頃から不安に感じていること」、「地域と

学校とのかかわりの歴史（校庭の成り立ち等）」や、「地域からみた学校生活や部活動の様子」、「地

域の活性化」、「学校・まちづくりへの思い」等、多岐にわたるご意見をいただきました。

　「志村小学校・志村第四中学校の一貫型学校改築だより（第２号）」では、第２回目と第３回

目のワークショップの様子をお伝えします。

※1・・第 1回目の様子は、「志村小・志村第四中学校の小中一貫型学校改築だより（第 1号）」でお伝えしています。

板橋区ホームページ【 トップページ > 板橋区教育委員会 > 学校施設に関する情報 > 校舎の改修・改築 > 改築・大

規模改修など実施情報 > 志村小・志村第四中学校の小中一貫型学校の改築について】に掲載中です。

（https://www.city.itabashi.tokyo.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/037/615/001.pdf）

「第 2回ワークショップ」

■意見交換に使用した３案

■建設地にかかる様々な与条件を確認しました。

■各グループの意見交換後には発表を行いました。

　第 2回ワークショップでは、始めに一貫校の

建設地となる志四中敷地における計画条件（敷

地の道路付け、建物高さの制限等）について確

認しました。その後、グループに分かれ『建物

の配置を考えよう』をテーマに、計画条件を踏

まえた３つの案に対し、意見交換を行いました。

　・A案：校舎・体育館北配置（6階建て程度）

　・B案：校舎・体育館南配置（6階建て程度）

　・C案：校舎・体育館南配置（7階建て程度）

「建物の配置を考えてみよう」
・校庭と広場が確保できることが良い (C 案 )

・工事期間中も今の校舎が使えることが良い　

　（B/C 案）

・校舎がメイン道路から近く学校の活動状況が

　見えやすくて良い (A 案 )

など、建物配置の各案に対し、様々な意見が出

ました。また、どの案に対しても共通して、

といった意見が出るなど、志村小・志村第四中

の建物配置において重要視すべき点が明確に

なったワークショップとなりました。

・グラウンド面積は現在と同等程度確保したい

・西側近隣に対して校舎からの視線や日影を考  
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志村小学校・志村第四中学校の
一貫型学校改築だより ( 第２号 )



「地域開放、連携ゾーンの配置と校舎へのアプ
ローチを考えよう」
・校庭や広場へ行き来しやすい。西側 /東側か

　ら昇降口へアプローチしやすい。正門から昇

　降口が近く安心感がある。正門近くに地域連

　携ゾーンがあるのがよい（イ案）

・災害時に校庭との連携が取りやすい。校舎内

　のセキュリティが分けやすい (ロ案 )

・車両進入口が西側になるため、駐車場との関

　係を考えると体育館は西側が良い（ロ案）

「第３回ワークショップ」

　第７回設置検討会では、３回行われたワークショップの意見を「基本構想・基本計画」の策

定に向けた提言としてまとめる予定です。

　改築だより第３号では、基本構想・基本計画についてお伝えする予定です。発行は 7月下旬

頃となる予定です。

イ案 ロ案

・開催日時
　令和４年４月２６日（火）1８時１５分開始
・場所
　グリーンカレッジホール ３階　教室１  
※新型コロナウィルス感染症拡大状況により変更にな

る可能性があります。

・板橋区教育委員会事務局　
　　新しい学校づくり課　学校整備係
・電話：　０３（３５７９）２６３２
・メール：　

■各グループの意見交換後には発表を行いました。

■意見交換に使用した２案 

第７回設置検討会の予定 問い合わせ先

　第３回ワークショップでは、始めに地域と学

校の関わり方について、「板橋区の方針」、「地

域と学校の開放・連携が想定される室とその構

成案」について説明を行いました。その後、『地

域開放 /連携ゾーン /学校運営ゾーンの配置と

アプローチを考えよう』をテーマに、２案を提

示し、平面・断面の２つの視点から意見交換を

行いました。

 ・イ案：校舎西側中央アプローチ案

 ・ロ案：校舎北側アプローチ案

など、地域開放・連携ゾーンの位置について、

様々な意見が出ました。

また、どちらの案に対しても共通で、

など、地域と連携・協働する学校づくりや避難

所として必要となる機能について様々な意見・

アイデアが出ました。

・登下校用の門は 2か所必要

・体育館を上階に配置する場合は車椅子利用者

　等の移動に対応できるようエレベーターが必要

　　　ky-gkeisui@city.itabashi.tokyo.jp


